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「生乳の安全・安心確保のた
めの取組み」について
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取り組み開始までの経緯（中央酪農会議）

平成８年度 食品衛生法の改正、乳業工場へのＨＡＣＣＰ認証制度の開始

平成９年度～ 生乳生産段階へのＨＡＣＣＰの導入について検討

平成１５年度 食品衛生法の改正、食品安全基本法の施行

平成１５年度～ トレーサビリティシステムの検討も含む生乳の安全性確保のための検討

検討の結果、モデル的な実施方針の作成は行ったものの、具体的な実施にまでは至らず

●平成１５年度 「ポジティブリスト制度」の施行（食品衛生法の改正に連動）

⇒農薬等に含まれる物質に残留基準を設定し、基準を超えた物質が残留する食品の流通を禁
止（平成１８年５月より規制開始）

１６年度段階でこの制度への酪農サイドの対応の検討に遅れ

緊急的な体制整備の必要性

従来の検討内容も踏まえた総合的な対応協議を行い、「生乳の安全安心の確保
のための取り組み」を１８年４月より開始
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「安全安心」の取り組み内容①

１ 飼養・衛生管理に関する管
理基準・重点管理基準の設定

酪農家が生産現場で自主的に実
施すべき事項を、「生乳生産等の
飼養・衛生に関する管理基準」と
して設定し、特に法律等の観点か
ら最低限行うべき基準を「重点管
理基準」とする。

酪農家の 指導者の

記帳項目 ﾁｪｯｸ項目

１）導入元農場の衛生管理状況を把握する。

２）個体識別番号及び移動記録を確認し、(独)家畜改良センターに転入を報告する ○ ○ ○
３）導入牛の健康状態を確認する。

４）導入牛は一定期間隔離飼育する。

１）飼料の外観、色、風味及び品質等に異常がないことを確認する。

２）購入飼料及び飼料添加物の伝票等を８年間保管する。 ○ ○
１）飼料及び飼料添加物の保管場所を区分し、清潔に管理する。 ○ ○
２）動物性たんぱく質飼料の混入防止をはかる。 ○ ○
３）給与前に飼料及び飼料添加物に異常がないことを確認する。

４）飼料及び飼料添加物の給与量等を記録し、８年間保管する。 ○ ○ ○
１）肥料・農薬の保管場所を区分し、適切に管理する。 ○ ○
２）肥料の使用量等を記録し、１年間保管する。 ○ ○ ○
３）農薬の使用量等を記録し、３年間保管する。 ○ ○ ○
１）牛舎内及び周辺を整理・清掃し、ゴミ・廃棄物を適切に保管処理する。 ○ ○
２）堆肥・尿の管理については、堆肥場・尿溜を完備しており、流出がない。 ○ ○
３）牛床は汚物を排除して乾燥し、乾燥した敷料が十分にある。 ○ ○
４）動物用医薬品は牛の飼養場所及び生乳処理室と区別し、適切に管理する。 ○ ○
５）農場に出入りする車輌は消毒する。

１）処理室内は整理・整頓されており、清潔で異臭がない。 ○ ○
２）処理室は牛舎と隔離されており、施錠管理されている。 ○ ○
１）バルククーラーの定期的な点検整備を受け、その記録を３年間保管する。 ○ ○ ○
２）ミルカーの定期的な点検整備を受け、その記録を３年間保管する。 ○ ○ ○
３）ミルカー・バルククーラーは毎回アルカリ洗浄する。 ○ ○ ○
４）酸洗浄は4日に1回以上実施（アルカリ洗浄も実施）する。 ○ ○ ○
５）生乳処理室に、洗剤・殺菌剤以外の薬品を置かない。 ○ ○

８．衛生動物駆除 １）ねずみ、野鳥等及び害虫の侵入防止に努め、必要に応じて駆除する。

１）適切な飼養頭数である。

２）適切な温度湿度管理をする。

３）適切な換気管理をする。

４）抗菌性物質製剤以外の動物用医薬品の投与及びワクチンの接種を記録し、１年間保管する。

５）抗菌性物質の投与牛を隔離し、マーキングを行う。 ○ ○ ○
６）出荷制限期間経過後、必ず確認検査を受ける。

７）抗菌性物質の投与を記録し、1年間保管する。 ○ ○ ○
１）搾乳前に、ミルカーが正常に作動するか点検・記録し、１年間保管する。 ○ ○ ○
２）搾乳前に乳頭の洗浄を行う。 ○ ○
３）１頭１布またはペーパータオルを使用する。 ○ ○
４）搾乳後にはディッピングを行う。 ○ ○
５）適切に搾乳機器の洗浄・消毒を行う。 ○ ○ ○
１）バルククーラーの洗浄・消毒を適切に行う。 ○ ○
２）バルククーラーの乳温を記録し、１年間保管する。 ○ ○ ○

１０．搾乳

１１． 生乳管理・出荷

５．牛舎環境設備及び
衛生管理

６．生乳処理室の設備
と管理

７．生乳処理室内の器
具類の管理

９．乳牛の健康管理

３．飼料及び飼料添加
物の保管、給与

４．肥料・農薬の保管、
給与

管　　　理　　　基　　　準
重点

管理基準

１．導入牛の受け入れ

２．飼料及び飼料添加
物の受け入れ

２ 生乳生産管理チェックシ
ートの作成と自主点検の促進

酪農家が管理基準・重点管理基
準に基づく飼養管理・衛生管理等
を実施し、その履歴を記帳・記録
し保存するための、「生乳生産管
理チェックシート」を毎年作成し
、全酪農家へ配布する。
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「安全安心」の取り組み内容②

３ 指導者による巡回指導・検証（モニタリング）の実施

管理基準等の遵守と記帳状況の点検のため、農協等の酪農生産者組織、行政関係、ＮＯＳＡＩ、
乳業者等の関係者で指導者グループを構成し、全生産者に対し最低年１回以上の定期的な巡回指導
・検証を行う。巡回の際には項目毎に実施状況をチェックし、ランク付けによる評価を実施する。
対応が不十分な酪農家に対しては、追加的な巡回指導・検証を行う。

４ 生乳安全安心協議会の設置

行政関係、酪農関係団体、乳業関係団体、獣医師関係団体、家畜衛生・動物医薬品・飼料等の関
係団体等により、全国段階・地域段階で、「生乳の安全・安心の確保のための協議会」を設置。実
施計画の策定や、生産現場での取り組みに対する支援等を行う。

５ 農薬等使用実態調査の実施

国内の酪農家の約１割を対象とし、チェックシートの記帳内容を基に、使用実績のある農薬等（
農薬、動物用医薬品、消毒剤・殺菌剤・洗浄剤）を調査する。併せて、リストアップされた農薬等
に含有される成分を調査し、生乳生産段階での出現頻度の高い物質を特定する。



5

「安全安心」の取り組み内容③
６ 管理対象物質等の定期的検査（Jミルク）

全国の集乳ローリー段階の生乳を採取し、農薬等使用実態調査で判明した出現頻度の高い物
質（管理対象物質として設定）の含有有無・含有量を、年に１回検査を行う。

表 取り組み項目ごとのねらい
取り組み項目 ね　　ら　　い

管理基準・重点管理基準の設定 管理基準の設定による、ＨＡＣＣＰに基づく管理点の明確化。
管理基準・重点管理基準に沿った
生乳生産、飼養・衛生管理

生産段階でのＨＡＣＣＰの援用、衛生的で安全な生乳の供給。
農薬等の適正な使用を踏まえた、ポジティブリスト制度への対応。

生産履歴の記帳・記録、保管

ＨＡＣＣＰの援用による、日々の生産活動のシステム化・自主点検、異
常乳の出荷防止。
安全な生乳を供給したことの証明、不測の事態に対する自己防衛。
記録の保存による飼肥料関連法、ポジティブリスト制度等への対応。
消費流通段階からの生産情報の追跡・遡及を睨んだ対応。

指導者による巡回・指導検証、評
価

第三者による安全性の確認・担保。
ＨＡＣＣＰに基づくモニタリングシステムの構築。

定期的な生乳の含有検査
（管理対象物質等の定期的検査）

農薬等の適正使用、記帳・記録による重点管理基準の遵守等、上記
取組が正常に機能しているかどうかの確認。
ポジティブリスト制度対応を睨んだ国産生乳の安全性の証明。

①酪農生産へのＨＡＣＣＰ手法の援用による異常乳の出荷防止
②ポジティブリスト制度への対応
③生産情報の追跡・訴求を視野に入れた対応
④生産物の安全性の証明
⑤酪農家の自己防衛 ・・・・・・・・等々、多くを企図した内容
一連の活動が、安全性の確保のためのシステムとして機能しているかどうか、最終
的にサンプル検査を実施し確認・検証
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